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サッカーとの出会い 

 4歳から3年間、両親の仕事（教師）

の関係でコスタリカに滞在しました。

現地ではなぜか日本人は村八分に遭

い、友だちを作るために地元のサッ

カーチームに入りました。これが僕の

サッカー人生の始まりです。 

 

小学校５年生でプロを目指す 

 日本に帰国した時は、一時、野球に

も引かれたのですが、やはりサッカー

のほうが向いていると感じ、サッカー

を選びました。そして、小学校5年生の

ときサッカーを続けるためJリーグの柏

レイソル（千葉県）ユースの試験を受

け、合格し入団しました。このころす

でに自分の中ではプロになる決心をし

ていました。 

 

ベルギーへの第一歩 

 高校3年生のとき、柏レイソルのトッ

プチームに入れてもらい練習に参加し

ました。ところが、怪我をしてプレイ

できなくなりました。そのころ柏レイ

ソルが1部から2部へとランクが下が

り、一時大学受験を考えました。しか

し、将来プロになるためには、大学4年
の間にプロとしてサッカーをやらない

のは長すぎると判断しました。そのこ

ろ、ブラジルのチームでのプレイに誘

われ、ブラジル行きが決まったのです

が、またしても怪我をし、今度は1年間

サッカーができない状態になってしま

いました。サッカーと勉強の両立を望

んでいた父からの、「日本で一番何か

をした人間になれ」という教訓を省

み、療養期間中に自分のプレイを見直

す、世界の選手と自分を比較するな

ど、ブレーキをかけて考えなおすこと

ができました。勉強する時間も持ち、

本を何百冊も読みました。「今まで自

分の弱さを直視できなかった、それが

自分の甘さだった」と悟り、冷静に自

分を振り返れたことは、すごくよかっ

たと思っています。 

 2011年1月からサッカーを再開し、5
月に若手プレーヤーのセレクションに

応募するチャンスに巡り合いました。

そして、実力を認められサッカー選手

としての実績を積むため、8月にベル

ギーに来たというわけです。 

ベルギーの印象 

 ベルギー大好き！ チームメイト、

チームの監督やリエージュで知り合っ

た日本人の方々など皆さんからとても

よくしてもらって、不自由なくエン

ジョイしています。でも、ブリュッセ

ルは空港通過のみで、その他のベル

ギーは、全く知りません。フランス語

をしっかり勉強して、ベルギーをもっ

とよく知りたいです。 

 

ベルギーでの目標 

 「ファンを楽しませて勝つ。それ

が、プロとしての責任であり、宿命」 

と考え、試合中余裕のあるときは、

ファンを意識してプレイしたり、ゴー

ルを決めています。チームメイトとは

英語でコンタクトを取っていますが、

皆が話せるわけではないので、サッ

カーでの実力を見せて認めてもらおう

と思っています。そして、現在2部リー

グのViséを1～2年以内に1部リーグへ昇

格させるのが夢です。その先は･･･、も

ちろんリエージュのStandardへ入団する

こと。さらに、3年後くらいにはドイツ

の1部リーグのチームに、6年後にはバ

ルセロナのチームに、29歳でロシア･

ワールドカップで優勝！ 
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40歳までは現役でいたいという豊嶋選

手、是非夢をかなえて大きく羽ばたい

て欲しいものです。皆さん応援しま

しょう。 

 プチポワ独占インタビュー 

豊嶋邑作さん 

                 プロサッカー選手 
 
ベルギーの日本人少年プレーヤーへ 

「勝負にこだわるプレーヤーになって、いつ

か日本に還元して欲しい」 

とよしまゆうさく：1991年、茨城県つくばみらい市生まれ 

柏レイソル（千葉県）ユースを経て、2011年8月よりリエージュ郊外のベルギージュピラーリーグ2部
CS Visé（Cercle Sportif Visé）所属。ポジションはトップ下・サイドハーフ 。利き足は左。 

オフィシャルブログ：http://ameblo.jp/yusaku-diary   
ウィキペディア：http://ja.wikipedia.org/wiki/豊嶋邑作 
 

 

プロになって
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インタビュー 


